
今月もGPSの話だよ。
先月号で位相観測で
GPS 衛星と受信機の
間の距離を測ることで，
受信機の位置が
求められるという
話をしたね。

このGPS位相観測による位置決定法
が開発されたおかげで，測量の世界
は大きく広がったんだね。GPSが 
測量の世界に革命を起こしたと
言っても言い過ぎ
ではないんだ。

GPS測量の特徴はこの位相観測
ということの他に， もう一つあるんだ。
それは観測が， カーナビのように1台の
受信機だけで行われるのではなく，  
2台の受信機をペアにして
行われるということだね。

どうして
2台一緒に
使うの。

みなさん，
あけましておめ
でとうございます。

今年も測量の
新しい知識を
取り入れて頑
張るぞ！

お兄ちゃんか
ら測量のこと
もっともっと勉
強します。

おせちでお腹
がいっぱいだ
ワン。

アンビギュイティー
の話がちょっと難
しかったけどね。

「測量界の革命
やぁ～」  ワン

聞いたこ
とがある
ような？

GPS測量
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対流圏：０～１対流圏：０～１0km

電離層：５０ｋｍ～１０００ｋｍ

対流圏対流圏対流圏
対流圏：０～１0km

対流圏

電離層

GPS衛星

電離層、対流圏による電波の屈折と遅れ

一番大きな理由は， 
2台同時に観測すること
によって，位相観測に伴う
誤差を取り除いたり， 
小さくできるという
ことなんだ。

GPSの電波は，衛星と地上
との間にある電離層とか対
流圏を通る時，その向きや
速度が変化するためこの
電波で測定した距離に誤
差が含まれてしまうんだ。

ふーん。
誤差か。

① ② ③ ④

A B

衛星J 衛星Kまた位相観測では， 受信機の時計に基づいて衛星からくる波
の数を数えているけど， 時計に誤差があれば， 波の数， ひいて
は距離にも誤差が含まれることになる。
測量は誤差との闘いといってもいい位だけど， 
GPS測量も例外ではない。
GPS測量では， 2点で同時に位相観測を行い， 
お互いの位相観測値の差を取ることで， 
それらに共通に含まれている電離層， 
対流圏誤差や時計誤差を消去
したり， 小さくしたりしている。 また，これら一重差と

呼ばれる位相観測値
の差だけではなく，二重
差と呼ばれる一重差の差
を計算することで誤差を
小さくしているんだ。

ふーん。　
誤差を小さく
するため色々
と工夫してい
るんだね。

おせちの一の重，
二の重みたいだ
ワン。

あまり関係
ないかも。

①，②，③，④：位相観測値
位相の一重差：②－①
　　　　　　　④－③
位相の二重差：（④－③）－（②－①）
観測値の差を取ることで，①，②，③，④
に共通に含まれている時計や大気圏等
誤差が消去される。
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